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(57)【要約】
　排気処理システムにおける排気導管へ噴射器を搭載す
るためのシステムは、外側にネジを形成した表面を有す
るボスを含む。上記ボスは、上記排気導管に固定される
ように適合される。保持部材が、噴射器ハウジングに結
合され、軸荷重を上記ハウジングに伝えるように適合さ
れる。内側にネジを形成したナットが、上記保持部材に
係合する鍔を含む。上記ナットは、上記ボスとネジによ
り係合して回転しながら上記噴射器の上記ハウジングを
上記ボスにクランプする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排気処理システムにおいて排気導管に噴射器を搭載する噴射器搭載システムであって、
　上記噴射器は、ハウジングと、上記排気導管に流れを向けるオリフィスとを含み、
　半径方向に拡張する鍔及び外側にネジを形成した表面を含み、上記排気導管に固定され
るように適合されたボスと、
　上記噴射器ハウジングに結合され、軸荷重を上記ハウジングに伝えるように適合された
保持部材と、
　上記保持部材に係合する鍔を含み内面にネジを形成したナットであって、上記ボスにネ
ジにより係合して回転しながら上記噴射器ハウジングを上記ボスにクランプするように適
合されたナットとを備えたことを特徴とする噴射器搭載システム。
【請求項２】
　上記ボス鍔に係合し、ボスから上記噴射器ハウジングを引き離すガスケットをさらに備
える請求項１に記載の噴射器搭載システム。
【請求項３】
　上記ナットは、上記保持部材を軸方向に移動させて上記ボス鍔と上記噴射器ハウジング
との間の上記ガスケットを圧縮する請求項２に記載の噴射器搭載システム。
【請求項４】
　上記ナット及びボスは、上記噴射器ハウジングから間隔を維持する寸法に形成され、上
記噴射器ハウジングと上記ボスとの間の空気の断熱ポケットを定める請求項３に記載の噴
射器搭載システム。
【請求項５】
　上記保持部材は保持リングを含む請求項１に記載の噴射器搭載システム。
【請求項６】
　上記ナット鍔及び上記ボス鍔は、軸方向に互いに離れている請求項１に記載の噴射器搭
載システム。
【請求項７】
　上記ボス鍔は、上記噴射器ハウジングの減少直径端を受け止めるように適合された孔を
含む請求項１に記載の噴射器搭載システム。
【請求項８】
　排気処理システムの排気導管に液体を噴射するための噴射器組立体であって、
　オリフィスを含む噴射器ハウジングと、
　上記ハウジングの中に配置され、上記オリフィスを通る液体の流れを許容及び中止する
ように動作可能なバルブ部材と、
　外側にネジを形成した表面を含み、上記排気導管に固定されるように適合されたボスと
、
　上記噴射器ハウジングに結合するように適合された保持部材と、
　上記保持部材に係合して内側にネジを形成したナットであって、上記ボスの外側にネジ
を形成した表面にネジにより係合するナットとを備え、
　上記ナットの回転が上記保持部材を軸方向に駆動し、そして、上記噴射器ハウジングを
上記ボスに向かって軸方向に駆動し、上記ナットと上記ボスとの間で上記噴射器ハウジン
グをクランプすることを特徴とする噴射器組立体。
【請求項９】
　上記噴射器ハウジングは、実質的に円筒形をしており、上記保持部材を受ける溝を含む
請求項８に記載の噴射器組立体。
【請求項１０】
　上記ボスは、上記噴射器ハウジングの減少直径部を受ける孔を含む請求項９に記載の噴
射器組立体。
【請求項１１】
　上記噴射器ハウジングは、上記クランプ荷重に反応する半径方向に拡張されたランドを
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含む請求項１０に記載の噴射器組立体。
【請求項１２】
　上記ボスは、上記ランドを通して伝えられる荷重に反応する半径方向に拡張された鍔を
含む請求項１１に記載の噴射器組立体。
【請求項１３】
　上記ランドと上記ボス鍔とに挟まれて上記噴射器ハウジングを上記ボスから断熱するガ
スケットをさらに含む請求項１２に記載の噴射器組立体。
【請求項１４】
　上記保持部材は保持リングを含む請求項１３に記載の噴射器組立体。
【請求項１５】
　上記ナットは、上記保持部材と係合する半径方向に拡張された鍔を含む請求項８に記載
の噴射器組立体。
【請求項１６】
　上記ナット鍔及び上記ボス鍔は、軸方向に互いに離れている請求項１５に記載の噴射器
組立体。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　[技術分野]
　本発明は、一般的に排気処理システムに関し、より具体的には、簡素化された噴射器搭
載システムに関する。
【０００２】
　[背景技術]
　自動車産業において、噴射器は、排気処理システムに含まれ、特に、排気ガスのおそれ
がある適当な燃料、酸化物、還元物のような液体を噴射するディーゼル排気ガス後処理シ
ステムに含まれる。そのような噴射器を搭載した公知のシステムは、噴射器とボルト止め
された鍔型接続の一部として排気パイプから拡張した複数のボルト鋲を含む。他に存在す
る搭載システムは、Ｖバンドクランプ構成を含む。そのような搭載システムは、その意図
された目的に適しており、簡素化され、改変された搭載を提供するために有益である。
【０００３】
　[発明の概要]
　この欄は開示の一般的な概要を提供するが、その特徴の完全な範囲又はすべての包括的
な開示ではない。
【０００４】
　排気処理システムにおいて排気導管に噴射器を搭載するシステムは、外側にネジが形成
された表面を有するボスを含む。上記ボスは、上記排気導管に固定されるように適合され
る。保持部材が、軸方向荷重をハウジングに伝えるために噴射器ハウジングに結合される
ように適合される。内側にネジが形成されたナットが、上記保持部材に係合する鍔を含む
。上記ナットが、上記ボスとネジにより係合して、上記噴射器の上記ハウジングを上記ボ
スに対して上記ナットが回転しながらクランプする。
【０００５】
　排気処理システムの排気導管に液体を噴射する噴射器組立体は、オリフィスを有する噴
射器ハウジングを含む。バルブ部材は、上記ハウジングの内部に配置され、上記オリフィ
スを通る液体の流れを許容及び中止するように動作可能である。外側にネジを形成した表
面を含むボスが、上記排気導管に固定されるように適合される。保持部材が、上記噴射器
ハウジングに結合するように適合される。内側にネジを形成したナットが、上記保持部材
に係合する鍔を含む。上記ナットは、上記ボスのネジが形成された外側の表面とネジによ
り係合する。上記ナットの回転が、上記保持部材を軸方向に駆動し、そして、上記噴射器
ハウジングを上記ボスに向かって軸方向に駆動し、上記ナットと上記ボスとの間で上記噴
射器ハウジングをクランプする。
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【０００６】
　さらなる応用領域が、ここに提供される記載から明らかになるであろう。この発明の概
要における記載及び特定の事例は、例示のみの目的を意図しており、本開示の範囲を制限
することは意図されていない。
【０００７】
　[図面の簡単な説明]
　ここに記載された図面は、選択された実施形態の例示のみの目的のためのものであり、
可能性のあるすべての適用のためのものではなく、本開示の範囲を制限することを意図し
ていない。
【０００８】
　図１は、本開示の教示に基づいて構成された噴射器搭載を含む例示的な排気処理システ
ムを描写した図である。
【０００９】
　図２は、ネジ噴射器搭載を含む噴射器組立体の拡大斜視図である。
【００１０】
　図３は、上記噴射器及び噴射器搭載の断片的側面断面図である。
【００１１】
　対応する参照符号は、複数の図面を通して対応する部分を示している。
【００１２】
　[詳細な説明]
　例示的実施形態が、添付の図面を参照しながら、より完全に記載されるであろう。
【００１３】
　排気ガス後処理システム１０が、図１に示され、内燃機関１６からの排気１２を処理す
る。排気１２は、特定物（ＰＭ）、炭化水素、一酸化炭素（ＣＯ）、及び、他の燃焼副産
物の中の窒化酸素（ＮＯ）及び二酸化窒素（ＮＯ２）のような窒素酸化物（ＮＯＸ）を典
型的に含んでいる。排気後処理システム１０は、例えば、バーナー即ち燃焼器、ディーゼ
ル特殊フィルタ（ＤＰＦ）、及び、選択触媒還元触媒（ＳＣＲ）又は細長いＮＯＸトラッ
プのようなＮＯＸ減少装置のいずれか、又は、すべてを含み、排気の処理を支援する１個
以上の構成要素１８及び２０を含む。構成要素１８及び２０は、任意の適切な構造を有す
る排気流導管２１により接続されており、構成要素１８及び２０、並びに／若しくは、排
気パイプ又はチューブと一体になったハウジングを含む。噴射器２２は、例えば、適切な
燃料、酸化物、又は還元物のような液体を排気１２に噴射する構成要素の上流側又は下流
側に（図１には両方の例が示されている）配置されている。例示の実施形態では、各噴射
器２２は、対応する流体のための圧力供給器２４に供給導管２６を介して接続されている
。
【００１４】
　噴射器２２の異なるいくつかの適切な構成が、本開示の搭載システムに関して使用され
る。一つの構成が、噴射器搭載システム３０に関して図２及び図３に示される。噴射器２
２は、ハウジング３２、バルブ３４、バルブ３４を選択的に動作させるモールドコイル組
立体３６、霧化された燃料の気流を排気１２へ向けるオリフィス板４０の形をしたオリフ
ィス／ノズル３８、及び供給導管２６に接続された供給具４２を含む。
【００１５】
　搭載システム３０は、ナット５０、保持リング５２、ガスケット５４、及びボス５６を
含む。ボス５６は、外面ネジ部５８、内面凹所６０、及び内面拡張鍔６２を含む実質的に
筒状の部材である。ボス５６の実質的に平らな面６４は、排気導管２１の外面６８に固定
されている。孔７０が鍔６２を貫通する。孔７０は、排気導管２１を通って拡張する孔７
２に合わせられている。この位置で、ボス５６は、溶接のような工程を使用して排気導管
２１に固定されている。孔７０は、ハウジング３２の減少直径端部８０を受け止める寸法
になっていることが好ましい。噴射器２２のハウジング３２は、拡張胴体部分８２及びリ
ング溝８４も含む。保持リング５２は、保持リング溝８４の中に配置される。ランド８８



(5) JP 2015-501902 A 2015.1.19

10

20

30

40

が、減少直径端部８０と拡張胴体部分８２との間の接合点の噴射器ハウジング３２の上に
形成される。ランド８８は、ガスケット５４の第１面９２に接触している。同時に、鍔６
２の表面９４は、ガスケット５４の反対面９６に係合している。ガスケット５４は、減少
直径部８０を近接して受け止める内径寸法を有する孔１００を含む。
【００１６】
　ナット５０は、トルクを伝える工具により係合するように適合された六角形を有する外
表面１０４を含む。ナット５０は、内面ネジ孔１０６及び半径方向拡張鍔１０８も含む。
孔１１０が、ハウジング３２の部分８２の外径よりも僅かに大きい寸法を有する鍔１０８
を貫通する。ナット５０の面１１４が、保持リング５２に係合する。内面ネジ１０６が、
ボス５６の外面ネジ５８と螺合する。
【００１７】
　噴射器２２を排気導管２１に搭載するために、孔７０及び７２を互いに揃えた後で、ボ
ス５６が上記導管に溶接される。ナット５０が、噴射器ハウジング３２の拡張部分８２の
上に配置される。保持リング５２が、拡張部分８２の上で拡張され、保持リング溝８４の
中に配置される。ガスケット５４が、減少直径端８０の上に位置しており、ランド８８と
係合するように配置される。上記噴射器、ナット、保持リング、及びガスケットサブ組立
体が、減少直径端８０がボス５６の孔７０に入るまで移動する。この時、ナット５０が回
転して内側ネジ１０６がボス５６の外側ネジ５８とネジ係合する。ガスケット５４がラン
ド８８と表面９４との間で十分圧縮されるまでナット５０にトルクが伝達される。ガスケ
ット５４は、ボス５６、ナット５０、及び噴射器２２により定められた空洞１１６から排
気ガスを密閉する二重の目的に用いられる。ガスケット５４は、ボス５６及び排気導管２
１から噴射器２２のハウジング３２を断熱するようにも機能する。
【００１８】
　他の構成では、保持リング５２を、比較的厚く刻印されたクリップ、又は、横の動きを
通して保持リング溝８４の中に配置されることを許容する溝を有するワッシャーと置き換
えてもよい。搭載システム３０を使用すると、噴射器２２のハウジング３２にネジを形成
する必要なく、ナット５０とボス５６との間の簡素なネジ結合が許容される。ランド８８
と鍔表面９４とを直接係合するため、ガスケット５４を取り除くことも考えられる。
【００１９】
　前述した実施形態の記載は、例示と記載との目的のために提供された。開示を枯渇させ
又は限定する事は意図されていない。特定の実施形態の個別の要素又は特徴は、一般的に
特定の実施形態に限定されず、適用可能であれば、具体的に示されておらず、記載されて
いないとしても、交換可能であり、選択された実施形態において使用可能である。同様の
事項が、多数の方法により変更され得る。そのような変形例は、開示からの逸脱とはみな
されず、そのようなすべての改変は、開示の範囲内に含まれるように意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本開示の教示に基づいて構成された噴射器搭載を含む例示的な排気処理システム
を描写した図である。
【図２】ネジ噴射器搭載を含む噴射器組立体の拡大斜視図である。
【図３】上記噴射器及び噴射器搭載の断片的側面断面図である。
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【国際調査報告】
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